
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































地　　　名 出土地 主な造像関係者 所　　蔵 調査
東京国立博物館




















北地郡塑陽県 陳西省耀県 道民 薬王山博物館 ○
邑子・道士 西安碑林博物館







Nα 名　　　称 紀　　年 張沢殉 胡文和 神塚 石松 形式 像
1 寵像 太和14年（490） ○
2 銚伯多造像碑 太和20年（496） ○ ○ ○ ○ 四面
i2）
皇老君文石
3 魏文膿造像碑 太和20年（497） ○ 四面
4 劉文朗造像碑 太和23年（499） ○ ○ ○ ○ 寵像
5 石造二面像 太和23年（500） ○ ○ ○ 宮殿
6 楊阿紹造像碑 景明元年（500） ○ ○ ○ ○ 寵像
7 楊縷黒造像碑 景明元年（500） ○ ○ ○ ○ 寵像
8 凋神育造像碑 正始2年（505） ○ ○ ○ ○ 四面
9 道教石像 正始3年（506） ○
10 石造三尊像 永平（508～512） ○ ○ ○
11 朱奇兄弟造像碑 延昌元年（512） ○ ○ ○ 四面
12 張相隊造天尊像 延昌2年（513） ○ ○ ○ 天尊
13 張乱国造像碑 延昌3年（514） ○ ○ ○ 四面
i2）
14 焦采二尊像 延昌4年（515） ○ ○
15 蓋氏造三尊像 延昌4年（515） ○ ○ ○
16 邑子等四十五人造像
閨i田良寛造像碑）
延昌（512～516） ○ ○ 四面
17 王市保造像碑 延昌（512～515） ○ ○ ○ ○ 四面
i1）
18 呉洪標兄弟造像碑 延昌（512～516） ○ ○ ○ ○ 四面
i2）
19 邑子六十人造像碑 煕平2年（517） ○ ○
20 七十人等造像碑 煕平（516～518） ○
21 張乾度等造像碑 神亀2年（519） ○ ○ 四面




神亀（518～520） ○ ○ ○ 四面 太上君
24 張安世道像碑 神亀（518～520） ○ ○ ○ ○ 四面
i2）
11　道教石刻からみた北魏道教にっいて　　小幡




































































































































































































































































































































































































































Nα 名　　　称 紀　　年 張沢殉 胡文和 神塚 石松 形式 像
25 鏑麻仁造像碑 正光2年（521） ○ ○ ○ ○ 四面
i1）
26 挙家二十人造道教像 正光2年（521） ○ ○ ○ 寵像
27 正光三年造像碑 正光3年（522） ○ ○
28 師録生造像碑 正光4年（523） ○ ○ ○ 石碑
29 仇臣生造像碑 正光5年（524） ○ ○ ○ 四面
i2）
30 魏氏造像碑 正光5年（524） ○
31 郭法洛等造像記 孝昌2年（526） ○ ○
32 麗双造像碑 孝昌3年（527） ○ ○ ○ ○ 四面 太上道君・
ｾ上老君
33 王阿善造像碑 隆緒元年（527） ○ ○ ○
34 道教寵像（道民呉口
｢寵像）
永煕3年（534） ○ ○ ○ 寵像
35 奨奴子造像碑 太昌元年（532） ○ ○
36 ※魏文朗造像碑 始光元年（424）？ ○ ○ ○ ○ 四面
※36の魏文朗造像碑については，紀年について問題があるが，参考のために末尾に付した。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
合
で
も
、
図
像
上
の
差
異
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
延
昌
二
年
（
五
＝
二
）
銘
の
張
相
隊
天
尊
像
（
図
四
）
は
、
銘
文
中
に
「
天
尊
」
と
あ
り
、
孝
昌
三
年
（
五
二
七
）
銘
の
鷹
双
造
像
碑
（
図
五
）
は
、
銘
文
中
に
「
太
上
道
君
」
と
あ
る
が
、
両
者
は
と
も
に
中
国
的
な
衣
冠
を
身
に
つ
け
て
片
手
に
壁
尾
を
と
る
姿
で
示
さ
れ
て
お
り
、
特
に
差
異
は
み
ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
図
像
か
ら
道
教
像
と
判
断
さ
れ
て
も
、
そ
の
尊
像
が
ど
の
神
格
を
表
し
て
い
る
の
か
は
、
銘
文
中
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
限
り
は
推
測
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
道
教
像
を
扱
う
論
考
に
よ
っ
て
は
、
銘
文
に
神
格
名
が
な
く
て
も
恣
意
的
に
像
名
を
「
天
尊
像
」
や
「
老
君
像
」
と
呼
称
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
呼
称
は
先
入
観
を
招
き
や
す
い
た
め
、
妥
当
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
銘
文
中
に
神
格
名
が
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
一
貫
し
て
道
教
像
と
し
て
い
る
。
　
現
存
の
北
魏
道
教
像
に
つ
い
て
は
、
表
に
挙
げ
た
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
無
紀
年
の
作
例
も
存
在
す
る
が
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
で
は
北
魏
紀
年
の
作
例
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
。
幡4π訓に教道醜周み坊肋　石教道
13
表
中
の
「
張
沢
殉
」
は
張
沢
殉
『
北
魏
道
教
造
像
碑
芸
術
』
、
「
胡
文
和
」
は
胡
文
和
『
中
国
道
教
石
刻
芸
術
史
』
上
冊
、
「
神
塚
」
は
神
塚
淑
子
「
六
朝
時
代
の
道
教
造
像
－
宗
教
思
想
史
的
考
察
を
中
心
に
ー
」
、
「
石
松
」
は
石
松
日
奈
子
「
中
国
教
造
像
碑
の
調
査
研
究
［
二
］
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
形
式
に
つ
い
て
は
、
石
松
氏
の
分
類
に
従
い
、
「
四
面
（
2
）
」
の
よ
う
な
表
記
は
四
面
形
式
で
二
面
に
造
像
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
像
」
は
銘
文
中
に
像
名
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
。
「
地
名
」
も
銘
文
中
に
記
述
の
あ
る
も
の
。
「
主
な
造
像
関
係
者
」
は
、
供
養
者
と
し
て
記
さ
れ
る
人
々
の
主
な
肩
書
を
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
の
見
落
と
し
な
ど
も
含
め
て
未
だ
完
全
な
も
の
と
は
い
い
が
た
い
が
、
遺
漏
が
あ
れ
ば
今
後
さ
ら
に
補
完
し
て
い
き
た
い
。
表
の
う
ち
、
「
調
査
」
の
項
目
に
丸
を
つ
け
た
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
実
見
し
た
作
例
で
あ
る
。
　
仏
教
像
が
華
北
の
各
地
に
存
在
す
る
の
に
対
し
、
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
道
教
像
は
ほ
と
ん
ど
が
陳
西
地
方
に
限
ら
れ
て
い
る
の
が
非
常
に
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
も
と
も
と
陳
西
は
多
く
の
漢
碑
が
残
る
よ
う
に
古
く
か
ら
石
刻
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
彫
刻
に
適
し
た
石
材
を
産
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
伝
統
が
造
像
碑
制
作
の
下
地
に
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
14東洋文化研究11号
二
、
主
な
先
行
研
究
と
そ
の
問
題
点
　
北
朝
の
道
教
像
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
仏
教
美
術
史
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
先
駆
的
な
研
究
を
行
っ
た
松
原
三
郎
氏
は
、
北
魏
治
下
の
陳
西
で
行
わ
れ
た
仏
教
道
教
混
合
像
の
う
ち
、
衣
の
ひ
だ
を
細
い
ひ
も
状
の
隆
起
線
で
つ
く
る
も
の
を
「
郎
県
様
式
」
と
し
て
、
陳
西
北
部
の
部
県
（
現
延
安
市
富
県
）
を
中
心
に
こ
う
し
た
様
式
が
盛
行
し
た
と
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
交
通
不
便
な
陳
西
の
一
隅
ま
で
は
太
武
帝
の
廃
仏
政
策
も
徹
底
せ
ず
、
こ
の
地
の
仏
教
信
者
が
「
隠
し
信
仰
」
の
た
め
に
道
教
的
仮
装
を
と
り
、
仏
教
・
道
教
の
融
A
ロ
し
た
尊
像
の
形
式
が
生
み
だ
さ
れ
、
復
仏
以
降
も
半
世
紀
以
上
こ
の
状
態
が
続
い
た
た
め
で
あ
る
　
（
5
）
と
す
る
。
　
斎
藤
龍
一
氏
は
、
着
衣
に
数
多
く
の
平
行
す
る
線
を
刻
ん
だ
造
像
を
「
平
行
多
線
文
像
」
と
し
、
こ
れ
ら
の
造
像
は
陳
西
北
部
の
富
県
（
鄭
県
）
を
中
心
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
西
安
を
中
心
と
し
た
陳
西
か
ら
さ
ら
に
は
甘
粛
東
部
に
ま
で
分
布
し
て
お
り
、
西
安
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
と
そ
の
近
郊
に
最
も
集
中
し
て
い
る
も
の
と
す
る
。
　
八
木
春
生
氏
は
、
陳
西
地
方
の
造
像
碑
に
日
月
図
や
交
龍
図
と
い
っ
た
漢
民
族
の
伝
統
図
像
が
多
く
掘
り
だ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
が
墓
葬
や
祠
堂
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
理
論
家
で
は
な
い
一
般
的
信
者
」
が
、
墓
葬
美
術
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
的
意
味
合
い
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
仏
道
混
合
像
を
造
り
だ
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
　
こ
の
な
か
で
、
松
原
氏
の
説
は
、
道
教
像
が
関
中
に
集
中
し
て
い
る
理
由
に
ま
で
踏
み
こ
ん
だ
説
明
を
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
廃
仏
が
北
魏
全
体
に
及
ぶ
な
か
で
、
関
中
の
仏
教
信
者
の
み
が
こ
れ
を
逃
れ
て
造
像
を
行
い
、
さ
ら
に
は
太
和
一
七
年
（
四
九
三
）
の
洛
陽
遷
都
後
に
ま
で
道
教
的
仮
装
を
ほ
ど
こ
し
た
像
を
作
成
し
つ
づ
け
た
と
す
る
の
は
不
自
然
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
太
武
帝
に
よ
る
廃
仏
は
、
杏
城
の
盧
水
胡
の
反
乱
を
契
機
と
し
、
こ
れ
に
長
安
の
寺
院
が
通
謀
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
行
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
関
中
は
廃
仏
が
厳
し
く
行
わ
れ
た
地
区
で
あ
っ
た
可
能
性
の
方
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
上
述
の
研
究
が
図
像
を
主
な
対
象
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
銘
文
も
含
め
て
検
討
し
た
古
川
徹
氏
は
、
北
朝
の
仏
教
・
道
教
混
合
造
像
碑
に
つ
い
て
、
「
題
名
の
身
分
が
仏
、
道
教
徒
関
わ
り
な
く
供
養
像
が
全
て
道
民
像
と
目
さ
れ
る
点
」
及
び
「
彫
像
に
仏
像
よ
り
老
君
像
が
多
く
造
ら
れ
て
い
る
点
」
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
、
こ
れ
ら
の
造
像
が
す
べ
て
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
道
教
徒
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
憲
謙
之
の
時
代
に
西
安
近
郊
に
仏
教
的
色
彩
の
濃
い
道
教
が
伝
え
ら
れ
、
五
三
〇
年
頃
ま
で
一
般
に
普
及
し
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
仏
道
混
合
像
が
多
く
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
の
後
仏
教
が
復
興
す
る
に
つ
れ
仏
教
碑
の
方
が
優
勢
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。
小幡道教石刻からみた北魏道教について15
古
川
氏
は
、
松
原
氏
と
は
逆
に
、
仏
道
混
合
造
像
碑
の
作
製
主
体
を
道
教
信
者
と
す
る
が
、
古
川
氏
が
分
析
対
象
と
し
た
作
例
は
総
数
が
少
な
い
た
あ
（
う
ち
北
魏
の
も
の
は
一
一
例
）
、
全
体
と
し
て
道
教
的
要
素
が
強
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
　
倉
本
尚
徳
氏
は
、
造
像
碑
を
、
道
教
像
と
仏
教
像
の
配
置
の
仕
方
、
特
に
上
位
で
あ
る
南
面
に
ど
の
像
を
祀
る
か
に
よ
っ
て
、
　
①
　
仏
像
　
②
仏
像
を
主
と
す
る
仏
道
混
合
像
（
仏
道
碑
）
　
③
　
道
教
像
　
④
道
教
像
を
主
と
す
る
道
仏
混
合
像
（
道
仏
碑
）
の
四
種
類
に
分
類
し
、
北
魏
の
関
中
に
お
い
て
、
仏
教
を
主
に
信
奉
す
る
邑
義
は
、
南
面
を
仏
像
と
す
る
仏
像
碑
を
建
て
、
道
教
を
主
に
信
奉
す
る
邑
義
は
、
南
面
を
道
教
像
と
す
る
道
仏
像
碑
を
建
て
る
傾
向
に
あ
っ
た
と
す
る
。
倉
本
氏
は
ま
た
、
銘
文
中
に
斎
会
を
行
っ
た
こ
と
を
示
す
文
章
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
造
像
碑
の
発
願
主
で
あ
る
「
邑
義
」
と
呼
ば
れ
る
宗
教
結
社
に
お
い
て
斎
会
が
行
わ
れ
た
も
の
と
し
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
斎
会
が
国
家
に
反
逆
す
る
地
下
組
織
と
し
て
国
家
か
ら
警
戒
さ
れ
ぬ
よ
う
、
銘
文
中
で
は
皇
帝
の
た
め
に
祈
る
こ
と
を
標
榜
し
、
県
令
な
ど
の
名
を
ス
ポ
ン
サ
ー
と
し
て
刻
む
こ
と
で
、
造
像
碑
が
地
域
社
会
と
国
家
を
つ
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
ぐ
役
割
を
も
担
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。
倉
本
氏
の
説
は
、
従
来
仏
道
混
合
像
と
の
み
考
え
ら
れ
て
い
た
造
像
碑
を
、
仏
道
碑
．
道
仏
碑
に
区
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
制
作
主
体
が
異
な
っ
て
い
た
と
す
る
点
で
新
し
い
見
解
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
道
教
思
想
史
研
究
の
立
場
か
ら
造
像
碑
を
検
討
し
た
神
塚
淑
子
氏
は
、
道
教
像
の
多
く
が
帝
王
・
七
祖
春
属
の
た
め
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
斎
の
儀
式
で
唱
え
ら
れ
る
祈
願
文
と
道
教
像
の
銘
文
に
は
共
通
す
る
表
現
が
み
ら
れ
る
と
し
て
、
道
教
の
造
像
が
当
時
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
道
教
思
想
に
し
っ
か
り
と
立
脚
し
て
い
た
と
み
な
し
て
い
る
。
　
ま
た
同
じ
く
道
教
研
究
者
で
あ
る
山
田
利
明
氏
は
、
始
光
元
年
（
四
二
四
）
銘
を
も
つ
薬
王
山
博
物
館
所
蔵
の
魏
文
朗
造
像
碑
に
つ
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い
て
検
討
し
て
い
る
。
山
田
氏
は
、
こ
の
像
が
二
教
混
清
的
な
も
の
で
あ
り
、
新
天
師
道
に
関
す
る
文
献
（
『
魏
書
』
巻
＝
四
釈
老
志
や
『
老
君
音
諦
戒
経
』
）
の
中
に
神
像
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
こ
と
か
ら
、
当
時
冠
謙
之
の
教
団
（
新
天
師
道
）
で
は
神
像
を
用
い
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
っ
た
と
し
、
銘
文
中
で
「
仏
弟
子
」
と
称
す
る
魏
文
朗
が
仏
教
徒
の
立
場
か
ら
こ
う
し
た
像
を
作
製
し
た
も
の
と
す
る
。
山
田
氏
は
さ
ら
に
、
魏
文
朗
造
像
碑
の
出
土
地
で
あ
る
陳
西
省
耀
県
が
平
城
か
ら
は
離
れ
て
い
る
た
め
、
新
天
師
道
の
活
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
動
範
囲
は
平
城
を
中
心
と
し
た
地
域
に
限
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
。
山
田
氏
の
説
は
、
魏
文
朗
造
像
碑
の
内
容
と
『
魏
書
』
釈
老
志
や
『
老
君
音
諦
戒
経
』
に
み
え
る
新
天
師
道
の
教
法
を
つ
き
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
北
魏
の
宗
教
的
情
況
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
議
論
の
前
提
と
な
る
魏
文
朗
造
像
碑
の
年
代
に
つ
い
て
、
石
松
日
奈
子
氏
に
よ
り
こ
れ
を
始
光
元
年
の
制
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
作
と
す
る
こ
と
に
疑
義
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
石
松
氏
は
、
原
石
で
は
「
始
光
元
年
」
の
「
光
」
字
が
判
読
で
き
な
い
こ
と
、
始
光
元
年
当
時
に
は
、
長
安
付
近
が
夏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
、
銘
文
中
に
あ
る
コ
ニ
原
県
」
の
設
置
年
代
が
太
平
真
君
七
年
（
四
四
六
）
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、
説
得
力
に
富
む
も
の
で
あ
る
。
筆
者
も
薬
王
山
博
物
館
に
お
い
て
魏
文
朗
造
像
碑
を
実
見
し
た
が
、
確
か
に
「
光
」
字
の
部
分
に
つ
い
て
は
判
読
が
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
石
松
氏
の
説
に
よ
り
魏
文
朗
造
像
碑
を
始
光
元
年
の
制
作
で
は
な
い
も
の
と
み
な
す
。
し
か
し
、
北
魏
で
は
「
始
」
字
で
始
ま
る
年
号
が
始
光
以
外
に
な
い
た
め
、
実
際
の
制
作
年
代
は
不
明
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
稿
の
表
中
で
は
魏
文
朗
造
像
碑
を
ひ
と
ま
ず
末
尾
に
配
し
た
が
、
今
後
は
無
紀
年
の
作
例
な
ど
と
も
比
較
の
う
え
制
作
年
代
を
比
定
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
　
以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
道
教
造
像
に
つ
い
て
は
、
主
に
仏
教
美
術
史
や
道
教
思
想
史
の
立
場
か
ら
様
々
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
作
例
が
平
城
付
近
で
も
洛
陽
付
近
で
も
な
く
関
中
に
集
中
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
明
確
な
見
解
は
得
ら
れ
て
い
な
い
と
い
え
る
。
ま
た
、
像
の
制
作
主
体
に
つ
い
て
も
、
仏
教
信
者
が
道
教
に
仮
託
し
て
造
っ
た
と
す
る
説
、
反
対
に
仏
教
の
影
響
を
受
け
た
道
教
信
者
が
造
っ
た
と
す
る
説
、
あ
る
い
は
仏
教
・
道
教
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
す
る
説
な
ど
に
分
か
れ
て
い
小幡道教石刻からみた北魏道教について17
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ま
ず
関
中
が
当
時
の
北
魏
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
を
検
討
し
な
が
ら
、
な
ぜ
道
教
像
が
こ
の
地
域
で
作
製
さ
れ
て
き
た
の
か
を
、
北
魏
の
道
教
の
実
態
と
あ
わ
せ
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
三
、
関
中
に
お
け
る
道
教
　
ま
ず
、
北
魏
道
教
を
考
察
す
る
う
え
で
、
新
天
師
道
を
主
導
し
た
冠
謙
之
が
関
中
の
出
身
で
あ
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
魏
書
』
釈
老
志
に
は
、
　
　
世
祖
時
、
道
士
憲
謙
之
字
輔
真
、
南
雍
州
刺
史
讃
之
弟
、
自
云
憲
悔
之
十
三
世
孫
。
　
　
世
祖
の
時
、
道
士
憲
謙
之
字
は
輔
真
、
南
雍
州
刺
史
讃
の
弟
に
し
て
、
自
ら
竃
悔
の
十
三
世
孫
と
云
う
。
と
あ
る
。
憲
讃
は
、
『
魏
書
』
巻
四
二
に
立
伝
さ
れ
て
お
り
、
　
　
冠
讃
字
奉
国
、
上
谷
人
、
因
難
徒
凋
栩
万
年
。
…
…
眺
泓
滅
、
秦
・
雍
人
千
有
余
家
推
讃
為
主
帰
順
。
拝
綴
遠
将
軍
．
魏
郡
太
守
。
　
　
其
後
、
秦
雍
之
民
来
奔
河
南
・
榮
陽
・
河
内
者
戸
至
万
数
、
拝
讃
安
遠
将
軍
・
南
雍
州
刺
史
・
枳
県
侯
、
治
干
洛
陽
、
立
雍
州
之
　
　
郡
県
以
撫
之
。
由
是
流
民
繊
負
自
遠
而
至
、
参
倍
於
前
。
　
　
憲
讃
字
は
奉
国
、
上
谷
の
人
な
り
、
難
に
因
り
て
凋
翔
万
年
に
徒
る
。
…
…
銚
泓
滅
す
る
や
、
秦
・
雍
の
人
千
有
余
家
、
讃
を
推
　
　
し
て
主
と
為
し
帰
順
す
。
緩
遠
将
軍
・
魏
郡
太
守
に
拝
せ
ら
る
。
其
の
後
、
秦
・
雍
の
民
の
河
南
・
榮
陽
・
河
内
に
来
奔
す
る
者
、
　
　
戸
は
万
数
に
至
り
、
讃
を
安
遠
将
軍
・
南
雍
州
刺
史
・
靱
県
侯
に
拝
し
、
洛
陽
に
治
し
、
雍
州
の
郡
県
を
立
て
て
以
て
之
を
撫
せ
　
　
し
む
。
是
に
由
り
て
流
民
の
繊
負
し
て
遠
き
よ
り
至
る
も
の
、
前
に
参
倍
た
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
後
秦
の
挑
興
が
滅
し
た
際
に
、
秦
州
・
雍
州
地
方
の
千
家
以
上
が
憲
讃
を
主
と
し
て
北
魏
に
帰
順
し
て
い
る
。
ま
た
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そ
の
後
も
彼
を
頼
っ
て
一
万
戸
ほ
ど
が
河
南
．
榮
陽
・
河
内
に
移
住
し
て
き
た
と
い
う
。
冠
讃
の
帰
順
の
時
期
は
、
四
一
七
年
八
月
の
劉
裕
軍
に
よ
る
長
安
占
領
と
後
秦
滅
亡
か
ら
ほ
ど
な
い
頃
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
憲
讃
伝
に
は
「
上
谷
人
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
憲
謙
之
が
自
ら
の
遠
祖
で
あ
る
と
称
し
た
冠
何
は
、
後
漢
光
武
帝
期
に
執
金
吾
・
雍
奴
侯
と
な
っ
た
人
物
で
あ
り
、
『
後
漢
書
』
巻
一
六
冠
悔
伝
に
、
　
　
憲
拘
字
子
翼
、
上
谷
昌
平
人
也
。
世
為
著
姓
。
　
　
冠
悔
字
は
子
翼
、
上
谷
昌
平
の
人
な
り
。
世
〃
著
姓
と
為
る
。
と
あ
る
よ
う
に
、
上
谷
昌
平
を
本
貫
と
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
洛
陽
欄
賀
溝
か
ら
北
朝
冠
氏
の
墓
誌
が
い
く
つ
か
発
見
さ
れ
鋳
態
藻
馨
購
鱒
碁
恥
物
哲
濡
こ
の
の
籔
孫
罐
健
仏
．
馨
戦
嘉
幡
讃
は
後
秦
治
下
の
秦
雍
か
ら
北
魏
へ
帰
順
し
た
の
で
あ
り
、
甕
の
居
住
地
は
関
中
へ
と
移
・
て
い
る
。
・
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
、
π
　
　
冠
讃
伝
に
は
「
難
に
因
り
て
凋
鰯
萬
年
に
徒
る
」
と
あ
る
が
、
唐
・
林
宝
撰
『
元
和
姓
纂
』
巻
九
憲
氏
条
に
は
、
　
　
　
　
　
　
訓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
　
悔
、
後
漢
執
金
五
口
．
雍
奴
侯
。
働
日
孫
栄
。
栄
孫
孟
、
懇
契
守
、
徒
家
蕗
。
元
孫
循
之
、
生
讃
。
讃
舞
、
後
魏
七
兵
尚
書
。
鰍
　
　
悔
、
後
漢
の
執
金
吾
．
雍
奴
侯
な
り
。
曾
孫
は
栄
。
栄
の
孫
は
孟
、
魏
の
焉
翅
太
守
な
り
、
家
を
鷹
栩
に
徒
す
。
元
孫
は
循
之
、
　
碗
　　
]
を
生
む
。
讃
、
錬
を
生
む
・
後
魏
の
七
兵
尚
書
な
箋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紘
・
あ
咳
冠
悔
の
曾
孫
の
孫
に
あ
た
る
奮
が
窺
の
時
に
凋
栩
に
移
住
し
た
・
す
農
寅
恪
氏
畿
氏
が
喬
を
祖
と
す
・
の
躯
棚嫉
Q
難
魏
ゼ
盤
禦
郷
嗅
樽
撮
繕
裸
鞭
計
雛
講
翻
畿
輪
駄
繋
鰯
明
」
と
い
う
人
名
が
み
ら
れ
る
の
で
、
遅
く
と
も
東
晋
の
頃
に
は
憲
氏
が
凋
鰯
に
移
住
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9
　
な
お
、
憲
謙
之
以
外
の
冠
氏
の
信
仰
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
資
料
が
な
い
が
、
梁
・
慧
咬
撰
『
高
僧
伝
』
巻
一
一
釈
玄
高
伝
に
、
　
　
　
2
0
　
　
釈
玄
高
、
姓
魏
、
本
名
霊
育
、
凋
栩
万
年
人
也
。
母
冠
氏
、
本
信
外
道
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
　
　
釈
玄
高
、
姓
は
魏
、
本
名
は
霊
育
、
凋
栩
万
年
の
人
な
り
。
母
憲
氏
、
本
と
外
道
を
信
ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
憲
氏
の
な
か
で
他
に
も
道
教
を
信
奉
す
る
者
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
釈
玄
高
は
、
太
武
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
帝
の
皇
太
子
で
あ
る
拓
践
晃
（
景
穆
太
子
）
に
よ
っ
て
尊
崇
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
母
憲
氏
は
、
凋
蜴
万
年
の
人
で
あ
る
こ
と
か
　
洋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
ら
憲
謙
之
と
は
同
族
と
思
わ
れ
、
「
本
と
外
道
を
信
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
も
と
も
と
道
教
信
者
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
憲
氏
一
族
の
な
か
で
道
教
信
仰
は
あ
る
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。
陳
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
、
五
斗
米
道
信
者
が
多
数
移
住
し
て
い
た
関
中
は
、
他
の
地
域
と
比
べ
て
も
道
教
信
仰
が
盛
ん
で
あ
り
、
憲
謙
之
の
新
天
師
道
も
こ
う
し
た
環
境
下
か
ら
生
み
だ
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
ま
た
、
冠
氏
の
通
婚
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
北
朝
士
大
夫
の
通
婚
関
係
を
正
史
や
墓
誌
よ
り
復
元
し
た
長
部
悦
弘
氏
に
よ
れ
ば
、
憲
氏
と
通
婚
関
係
に
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
氏
族
と
し
て
、
天
水
楊
氏
・
爲
鰯
魚
氏
・
誰
郡
夏
侯
氏
．
安
定
席
氏
．
京
兆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
卑
氏
・
河
内
司
馬
氏
・
天
水
姜
氏
・
河
東
斐
氏
・
朧
西
辛
氏
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
憲
讃
の
長
子
で
あ
る
冠
元
宝
は
凋
翔
魚
氏
と
、
少
子
の
憲
螺
は
誰
郡
夏
侯
氏
・
安
定
席
氏
と
そ
れ
ぞ
れ
婚
姻
し
て
い
る
。
元
宝
の
子
で
あ
る
憲
祖
は
京
兆
章
氏
を
妻
と
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
中
の
大
族
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
京
兆
章
氏
は
、
「
世
〃
三
輔
の
冠
族
為
り
」
「
世
〃
三
輔
の
著
姓
為
り
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
晋
代
以
降
、
関
中
が
混
乱
に
陥
る
と
、
章
氏
に
も
南
北
各
地
に
流
寓
す
る
者
が
現
れ
て
い
る
。
『
晋
書
』
巻
＝
七
眺
興
載
記
上
に
は
、
　
　
京
兆
葦
華
・
誰
郡
夏
侯
軌
・
始
平
鷹
眺
等
率
嚢
陽
流
人
一
万
叛
晋
、
奔
干
興
。
　
　
京
兆
の
卑
華
・
誰
郡
の
夏
侯
軌
・
始
平
の
寵
眺
等
、
嚢
陽
の
流
人
一
万
を
率
い
て
晋
に
叛
し
、
興
に
奔
る
。
と
あ
り
、
京
兆
箆
氏
と
謙
郡
夏
侯
氏
が
と
も
に
後
秦
の
挑
興
の
も
と
に
帰
順
し
た
と
す
る
。
憲
氏
も
後
秦
政
権
に
参
加
し
て
い
た
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
つ
な
が
り
か
ら
通
婚
関
係
が
む
す
ば
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
安
定
席
氏
は
、
『
南
斉
書
』
巻
四
〇
魚
復
侯
子
響
伝
に
、
　
　
席
恭
穆
、
安
定
焉
氏
人
、
関
朧
豪
族
。
　
　
席
恭
穆
は
、
安
定
焉
氏
の
人
、
関
朧
の
豪
族
な
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
や
は
り
関
朧
の
豪
族
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
凋
栩
や
天
水
に
本
貫
を
持
つ
諸
氏
と
む
す
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
冠
氏
の
通
婚
関
係
は
関
朧
地
域
に
基
盤
を
持
つ
豪
族
に
集
中
し
て
お
り
、
地
縁
性
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
　
冠
氏
の
居
住
し
た
爲
鰯
周
辺
は
、
多
く
の
氏
・
莞
が
雑
居
す
る
統
治
の
難
し
い
地
域
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
『
魏
書
』
巻
一
九
下
安
定
王
休
伝
附
墜
伝
に
、
　
　
霧
見
凋
翔
古
城
、
莞
魏
両
民
之
交
、
許
洛
水
陸
之
際
、
先
漢
之
左
輔
、
皇
魏
之
右
翼
、
形
勝
名
都
、
実
惟
西
蕃
奥
府
。
　
　
霧
か
に
凋
翅
の
古
城
を
見
る
に
、
莞
魏
両
民
の
交
に
し
て
、
許
洛
水
陸
の
際
、
先
漢
の
左
輔
に
し
て
、
皇
魏
の
右
翼
、
形
勝
の
名
　
　
都
に
し
て
、
実
は
惟
れ
西
蕃
の
奥
府
な
り
。
と
あ
る
よ
う
に
、
凋
蜴
は
民
族
が
雑
居
し
水
陸
の
要
衝
と
な
る
名
都
と
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
関
中
一
帯
は
、
五
胡
十
六
国
か
ら
南
北
朝
の
時
期
に
か
け
て
、
支
配
者
が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替
し
て
い
た
。
四
一
七
年
に
後
秦
治
下
に
あ
っ
た
長
安
を
東
晋
の
劉
裕
軍
が
奪
取
し
た
後
も
、
四
一
八
年
一
一
月
に
は
夏
が
長
安
を
占
領
し
、
四
二
六
年
一
二
月
に
は
北
魏
が
夏
よ
り
長
安
を
奪
取
し
て
長
安
鎮
を
置
い
て
い
る
。
四
二
八
年
三
月
に
は
再
び
夏
が
長
安
を
占
領
す
る
が
、
四
三
〇
年
一
二
月
に
北
魏
が
夏
を
放
逐
し
て
長
安
を
奪
回
し
て
い
る
。
最
終
的
に
北
魏
が
関
中
の
支
配
権
を
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
新
占
領
地
で
あ
り
諸
民
族
の
雑
居
す
る
関
中
の
掌
握
に
は
苦
心
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
魏
政
権
が
華
北
統
一
の
過
程
で
州
鎮
制
を
と
っ
て
い
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
三
神
鷹
四
年
（
四
三
一
）
条
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
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州
鎮
悉
立
道
壇
、
置
生
各
二
百
人
。
　
　
州
鎮
ご
と
に
悉
く
道
壇
を
立
て
、
生
各
二
百
人
を
置
く
。
と
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
州
鎮
に
は
道
壇
が
設
置
さ
れ
、
道
教
を
学
ぶ
者
が
そ
こ
で
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
筆
者
が
前
稿
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
新
占
領
地
に
置
か
れ
た
州
鎮
に
道
壇
を
整
備
し
、
こ
の
地
に
根
づ
い
て
い
た
道
教
の
教
化
力
に
よ
っ
て
宗
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
教
的
反
乱
な
ど
を
未
然
に
防
こ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
関
中
一
帯
は
後
漢
以
来
の
五
斗
米
道
の
信
仰
が
強
く
根
づ
い
て
い
た
地
域
で
あ
り
、
憲
謙
之
の
教
法
も
こ
う
し
た
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
北
魏
政
権
は
、
関
中
を
支
配
下
に
収
め
る
と
、
諸
民
族
が
雑
居
し
人
口
も
流
動
的
で
あ
る
こ
の
地
域
を
統
治
す
る
た
め
、
軍
事
的
に
は
州
鎮
制
を
敷
き
、
さ
ら
に
は
道
壇
を
州
鎮
に
配
備
す
る
こ
と
で
、
道
教
の
教
化
力
を
も
っ
て
人
心
の
掌
握
を
図
ら
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
前
章
ま
で
で
検
討
し
た
道
教
造
像
の
関
中
へ
の
集
中
は
、
こ
う
し
た
北
魏
道
教
の
情
況
と
無
縁
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
道
教
像
の
銘
文
に
は
、
し
ば
し
ば
「
三
洞
法
師
」
「
道
士
」
「
道
民
」
「
邑
子
」
な
ど
の
語
が
み
え
る
。
小
林
正
美
氏
は
、
「
三
洞
法
師
」
を
天
師
道
の
受
法
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
な
か
で
最
上
の
経
鎮
（
洞
真
部
の
上
清
経
鎮
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
を
受
け
た
最
上
位
の
位
階
を
も
つ
道
士
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
関
中
の
道
教
造
像
に
は
、
こ
う
し
た
位
階
を
も
つ
道
士
た
ち
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
教
団
が
あ
る
程
度
関
与
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
憲
謙
之
の
教
団
が
、
特
に
関
中
を
組
み
こ
ん
だ
形
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
佐
藤
智
水
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
道
教
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
や
仏
・
道
混
清
像
の
造
像
に
は
、
少
数
民
族
が
多
く
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
関
中
に
お
け
る
道
教
教
団
は
、
憲
謙
之
の
時
期
に
州
鎮
に
配
備
さ
れ
た
道
壇
な
ど
を
基
盤
と
し
、
胡
漢
の
信
者
ら
を
教
導
し
な
が
ら
造
像
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
造
像
碑
の
多
く
が
仏
教
・
道
教
混
清
の
形
式
を
と
り
、
ま
た
銘
文
の
供
養
者
に
「
仏
弟
子
」
と
「
道
民
」
「
道
士
」
が
混
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
在
地
社
会
に
お
い
て
仏
教
と
道
教
が
排
他
的
で
は
な
く
、
融
合
し
た
形
で
信
仰
さ
れ
て
お
り
、
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信
者
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
か
に
比
重
が
置
か
れ
る
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
な
お
、
表
に
み
え
る
よ
う
に
、
銘
文
に
は
北
地
郡
周
辺
の
地
名
が
多
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
北
地
は
凋
栩
に
も
近
く
、
ま
た
凋
神
育
造
像
碑
に
コ
ニ
洞
法
師
」
「
道
士
」
「
録
生
」
「
道
民
」
な
ど
の
語
が
み
え
、
他
の
碑
に
も
「
道
民
」
な
ど
の
語
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
地
で
あ
る
程
度
組
織
的
な
道
教
信
仰
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
造
像
碑
に
適
し
た
石
材
が
清
北
に
お
い
て
多
く
産
出
さ
れ
る
こ
と
も
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
耀
県
付
近
は
、
唐
代
以
降
耀
州
窯
が
発
展
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
お
り
、
資
源
に
恵
ま
れ
水
陸
の
交
通
も
便
利
な
地
域
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
も
と
も
と
こ
の
地
域
で
石
工
な
ど
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
後
の
工
芸
生
産
に
影
響
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
地
名
に
つ
い
て
は
、
今
後
他
の
作
例
が
報
告
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
加
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
時
に
は
改
め
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
　
と
こ
ろ
で
、
上
谷
冠
氏
の
本
籍
地
と
居
住
地
、
埋
葬
地
の
関
係
に
つ
い
て
分
析
し
た
室
山
留
美
子
氏
に
よ
れ
ば
、
北
魏
の
憲
氏
の
ほ
と
ん
ど
が
洛
陽
以
南
か
ら
南
朝
と
の
国
境
付
近
と
い
う
重
要
な
地
域
に
赴
任
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
を
確
固
た
る
本
拠
地
と
し
て
い
た
　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
と
い
う
。
た
と
え
ば
、
憲
讃
伝
に
は
、
　
　
祖
訓
弟
治
、
字
祖
礼
、
自
洛
陽
令
梢
遷
鎮
遠
将
軍
、
東
荊
州
刺
史
。
代
下
之
後
、
蛮
民
以
刺
史
邸
道
元
峻
刻
、
請
治
為
刺
史
。
　
　
祖
訓
の
弟
治
、
字
は
祖
礼
、
洛
陽
令
よ
り
梢
〃
鎮
遠
将
軍
・
東
荊
州
刺
史
に
遷
る
。
代
下
の
後
、
蛮
民
刺
史
邸
道
元
の
峻
刻
な
る
　
　
を
以
て
、
治
を
刺
史
と
為
す
を
請
う
。
と
あ
り
、
憲
讃
の
孫
（
冠
錬
の
子
）
に
あ
た
る
憲
治
が
、
蛮
民
の
請
願
を
受
け
て
東
荊
州
刺
史
に
任
じ
ら
れ
た
過
程
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
冠
氏
は
南
朝
に
対
す
る
最
前
線
に
勢
力
基
盤
を
も
ち
、
そ
れ
が
北
魏
政
権
に
と
っ
て
も
重
要
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
憲
氏
が
こ
の
地
域
に
基
盤
を
も
ち
え
た
の
は
、
あ
る
い
は
憲
謙
之
の
宗
教
活
動
も
背
景
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
小幡道教石刻からみた北魏道教について23
か
。
『
魏
書
』
釈
老
志
に
は
、
　
　
…
…
謙
之
守
志
嵩
岳
、
精
専
不
慨
。
以
神
瑞
二
年
十
月
乙
卯
、
忽
遇
大
神
、
乗
雲
駕
龍
、
導
従
百
霊
、
仙
人
玉
女
・
左
右
持
衛
、
　
　
集
止
山
頂
、
称
太
上
老
君
。
…
…
泰
常
八
年
十
月
戊
戌
、
有
牧
土
上
師
李
譜
文
来
臨
嵩
岳
。
　
　
…
…
謙
之
、
志
を
嵩
岳
に
守
り
、
精
専
し
て
慨
ら
ず
。
神
瑞
二
年
十
月
乙
卯
を
以
て
、
忽
ち
大
神
に
遇
い
、
雲
に
乗
り
龍
を
駕
し
、
　
　
百
霊
を
導
従
し
、
仙
人
玉
女
・
左
右
持
衛
、
山
頂
に
集
止
し
、
太
上
老
君
と
称
す
。
…
…
泰
常
八
年
十
月
戊
戌
、
牧
土
上
師
李
譜
　
　
文
の
嵩
岳
に
来
臨
す
る
こ
と
有
り
。
と
あ
り
、
憲
謙
之
は
嵩
山
で
修
行
し
、
神
瑞
二
年
（
四
一
五
）
に
太
上
老
君
、
泰
常
八
年
（
四
二
三
）
に
李
譜
文
の
降
臨
を
得
た
と
さ
れ
る
。
『
宋
書
』
巻
四
八
毛
脩
之
伝
に
は
、
　
　
初
、
脩
之
在
洛
、
敬
事
嵩
高
山
憲
道
士
。
道
士
為
煮
所
信
敬
、
営
護
之
、
故
得
不
死
、
遷
干
平
城
。
　
　
初
め
、
脩
之
、
洛
に
在
り
て
、
嵩
高
山
の
憲
道
士
に
敬
事
す
。
道
士
、
煮
の
信
敬
す
る
所
と
為
り
、
之
を
営
護
し
、
故
に
死
せ
ざ
　
　
る
を
得
、
平
城
に
遷
さ
る
。
と
あ
り
、
毛
脩
之
が
洛
陽
に
い
た
頃
に
嵩
山
の
憲
謙
之
に
師
事
し
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
四
一
六
年
に
劉
裕
軍
が
洛
陽
を
占
領
し
た
際
、
毛
脩
之
が
城
塁
の
修
築
の
た
め
駐
屯
し
て
い
た
時
期
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
毛
脩
之
は
、
そ
の
後
長
安
に
移
り
、
四
一
八
年
の
夏
の
長
安
攻
撃
に
と
も
な
っ
て
夏
の
捕
虜
と
な
り
、
四
二
六
年
に
北
魏
が
長
安
・
統
万
を
占
領
す
る
と
北
魏
の
捕
虜
と
な
っ
た
が
、
憲
謙
之
の
と
り
な
し
に
よ
っ
て
死
を
免
れ
、
平
城
に
遷
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
毛
脩
之
が
洛
陽
に
滞
在
し
て
い
た
四
一
六
年
～
四
一
七
年
の
間
に
、
憲
謙
之
は
嵩
山
に
お
い
て
宗
教
活
動
を
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
北
魏
が
洛
陽
を
占
拠
し
た
の
は
四
二
三
年
の
こ
と
で
あ
り
、
憲
謙
之
は
お
そ
ら
く
後
秦
治
下
の
嵩
山
に
入
山
し
、
劉
裕
軍
が
洛
陽
を
奪
取
し
た
後
も
嵩
山
に
と
ど
ま
り
、
洛
陽
が
北
魏
の
支
配
地
と
な
っ
た
後
に
平
城
に
赴
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
始
光
元
年
（
四
二
四
）
に
冠
謙
之
が
北
魏
朝
廷
に
出
仕
す
る
と
、
嵩
山
か
ら
弟
子
四
十
人
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余
り
を
呼
び
寄
せ
て
い
る
の
で
、
嵩
山
で
の
活
動
は
多
数
の
弟
子
を
抱
え
た
組
織
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
つ
ま
り
、
冠
謙
之
は
洛
陽
周
辺
に
お
い
て
も
独
自
の
宗
教
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
保
ち
、
時
に
そ
れ
は
南
朝
士
人
に
ま
で
広
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
洛
陽
も
四
三
〇
年
に
は
一
時
的
に
劉
宋
軍
に
よ
っ
て
占
領
さ
れ
る
な
ど
、
南
北
の
間
で
の
係
争
地
で
あ
っ
た
。
冠
氏
が
洛
陽
周
辺
の
地
域
に
お
い
て
蛮
民
か
ら
の
支
持
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
冠
謙
之
の
教
団
が
も
つ
宗
教
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
北
魏
政
権
は
、
こ
う
し
た
憲
氏
や
道
教
教
団
の
在
地
社
会
に
お
け
る
影
響
力
を
利
用
し
な
が
ら
、
華
北
支
配
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
洛
陽
遷
都
後
の
当
地
に
お
け
る
道
教
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
『
魏
書
』
釈
老
志
に
も
あ
ま
り
記
述
が
な
く
、
ま
た
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
造
像
碑
な
ど
の
石
刻
資
料
も
ほ
と
ん
ど
報
告
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
不
明
な
部
分
が
多
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
も
と
も
と
天
師
道
信
仰
が
地
域
社
会
に
根
づ
い
て
い
た
関
中
に
比
べ
る
と
、
洛
陽
に
お
い
て
は
朝
廷
の
信
仰
が
仏
教
へ
と
傾
き
大
規
模
石
窟
な
ど
の
造
営
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
道
教
信
仰
も
嵩
山
の
よ
う
な
聖
地
で
の
道
士
に
よ
る
活
動
を
主
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
今
後
、
北
朝
期
の
河
南
省
の
道
教
石
刻
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
当
時
の
状
況
を
解
明
す
る
手
が
か
り
と
な
　
　
　
　
　
（
2
3
）
る
か
も
し
れ
な
い
。
唐
代
に
な
る
と
、
洛
陽
周
辺
の
嵩
山
や
王
屋
山
な
ど
は
道
教
聖
地
と
し
て
の
地
位
が
高
ま
り
、
活
発
な
信
仰
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
北
朝
か
ら
唐
に
至
る
ま
で
の
洛
陽
道
教
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
お
わ
り
に
　
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
要
約
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
道
教
造
像
に
関
す
る
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
仏
教
美
術
史
・
道
教
思
想
史
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
て
き
た
が
、
道
教
像
が
関
中
に
集
中
し
て
い
る
理
由
や
、
像
の
小幡道教石刻からみた北魏道教について25
制
作
主
体
が
ど
の
よ
う
な
人
々
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
　
そ
こ
で
筆
者
は
、
関
中
と
い
う
地
域
性
に
着
目
し
、
新
天
師
道
を
主
導
し
た
冠
謙
之
が
関
中
出
身
で
あ
り
、
関
中
に
根
づ
い
た
道
教
信
仰
の
な
か
か
ら
新
た
な
改
革
運
動
を
行
っ
た
こ
と
、
上
谷
憲
氏
が
宗
教
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
通
婚
関
係
な
ど
を
通
じ
て
関
中
か
ら
洛
陽
以
南
の
地
に
勢
力
基
盤
を
築
い
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
北
魏
政
権
が
華
北
支
配
の
貫
徹
の
た
め
に
そ
う
し
た
勢
力
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
的
意
図
か
ら
国
家
的
に
採
用
さ
れ
た
道
教
は
、
国
都
と
地
方
の
州
鎮
に
そ
れ
ぞ
れ
道
壇
な
ど
を
設
置
し
て
宗
教
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
洛
陽
遷
都
以
降
も
在
地
社
会
に
お
い
て
生
き
の
こ
っ
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
従
来
は
、
道
教
を
中
国
の
民
族
宗
教
と
と
ら
え
、
北
魏
の
漢
化
の
一
例
と
し
て
太
武
帝
の
道
教
政
策
を
と
ら
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
関
中
に
お
け
る
道
教
は
む
し
ろ
夷
漢
混
清
と
い
う
風
土
に
お
い
て
は
ぐ
く
ま
れ
た
地
域
文
化
的
な
も
の
で
あ
り
、
中
華
思
想
と
の
む
す
び
つ
き
は
そ
れ
ほ
ど
強
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
冠
謙
之
に
み
ら
れ
る
仏
教
へ
の
親
和
感
も
、
当
時
の
華
北
道
教
の
性
質
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
し
か
し
、
太
武
帝
期
に
北
魏
の
華
北
支
配
の
一
手
段
と
し
て
行
わ
れ
た
道
教
政
策
は
、
憲
謙
之
・
崔
浩
・
太
武
帝
が
あ
い
つ
い
で
世
を
去
り
、
仏
教
が
復
興
し
て
い
く
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
な
か
で
、
そ
れ
以
上
の
進
展
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
北
魏
の
支
配
力
が
華
北
に
浸
透
し
は
じ
め
る
と
、
も
は
や
道
教
に
依
存
す
る
必
然
性
も
薄
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
北
魏
は
国
家
仏
教
化
へ
と
方
針
を
転
換
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
道
教
像
は
関
中
と
い
う
限
ら
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
在
地
の
道
士
ら
が
中
心
と
な
っ
て
胡
漢
の
信
者
を
教
導
し
つ
つ
、
仏
教
と
も
混
清
し
な
が
ら
細
々
と
造
ら
れ
つ
づ
け
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
本
稿
で
は
、
北
魏
紀
年
の
作
例
の
み
を
扱
っ
た
が
、
今
後
は
西
魏
・
東
魏
以
降
の
北
朝
造
像
碑
や
無
紀
年
作
例
な
ど
の
分
析
も
行
い
、
陪
唐
期
の
道
教
石
刻
へ
ど
の
よ
う
な
形
で
変
遷
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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注
（
1
）
　
拙
稿
「
北
魏
の
華
北
支
配
と
道
教
」
『
福
井
重
雅
先
生
古
稀
・
　
　
退
職
記
念
論
集
　
束
ア
ジ
ア
の
社
会
と
文
化
』
所
収
、
汲
古
書
　
　
院
、
二
〇
〇
七
年
。
（
2
）
　
石
松
日
奈
子
「
中
国
仏
教
造
像
碑
の
調
査
研
究
」
『
鹿
島
美
　
　
術
研
究
』
年
報
第
＝
二
号
別
冊
、
一
九
九
六
年
。
及
び
「
中
国
　
　
教
造
像
碑
の
調
査
研
究
［
二
］
」
『
鹿
島
美
術
研
究
』
年
報
第
一
　
　
五
号
別
冊
、
一
九
九
八
年
。
（
3
）
　
松
原
三
郎
「
道
教
像
論
考
－
斉
・
周
代
以
降
の
道
教
像
に
つ
　
　
い
て
ー
」
『
中
国
仏
教
彫
刻
史
論
』
本
文
編
所
収
、
一
九
九
五
　
　
年
。
（
4
）
　
神
塚
淑
子
「
六
朝
時
代
の
道
教
造
像
－
宗
教
思
想
史
的
考
察
　
　
を
中
心
に
ー
」
『
六
朝
道
教
思
想
の
研
究
』
所
収
、
創
文
社
、
　
　
一
九
九
九
年
。
初
出
一
九
九
三
年
。
（
5
）
　
松
原
三
郎
「
北
魏
の
道
教
像
」
『
仏
教
芸
術
』
二
二
、
一
九
　
　
五
四
年
及
び
「
北
魏
の
郵
県
様
式
石
彫
」
『
増
訂
中
国
仏
教
彫
　
　
刻
史
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
。
（
6
）
　
齋
藤
龍
一
「
中
国
南
北
朝
時
代
の
「
邸
県
様
式
」
仏
教
・
道
　
　
教
造
像
に
関
す
る
再
検
討
」
、
曾
布
川
寛
編
『
中
国
美
術
の
図
　
　
像
学
』
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
。
（
7
）
　
八
木
春
生
「
北
魏
時
代
後
期
の
仏
（
道
）
教
造
像
に
見
ら
れ
　
　
る
漢
民
族
の
伝
統
図
像
に
つ
い
て
」
『
中
国
仏
教
美
術
と
漢
民
　
　
族
化
ー
北
魏
時
代
後
期
を
中
心
と
し
て
ー
』
所
収
、
法
蔵
館
、
　
　
二
〇
〇
四
年
。
初
出
一
九
九
九
年
。
（
8
）
　
古
川
徹
「
仏
道
混
合
造
像
碑
考
」
『
広
島
文
教
女
子
大
学
紀
　
　
要
』
第
二
八
巻
、
一
九
九
三
年
。
（
9
）
　
倉
本
尚
徳
「
北
朝
造
像
銘
に
み
る
道
仏
二
教
の
関
係
－
関
中
　
　
に
お
け
る
邑
義
の
分
析
を
中
心
に
ー
」
『
東
方
宗
教
』
第
一
〇
　
　
九
号
、
二
〇
〇
七
年
。
（
1
0
）
　
前
掲
神
塚
淑
子
「
六
朝
時
代
の
道
教
造
像
－
宗
教
思
想
史
的
　
　
考
察
を
中
心
に
ー
」
。
（
1
1
）
山
田
利
明
「
「
魏
文
朗
仏
道
造
像
碑
」
一
則
」
『
東
洋
大
学
中
　
　
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
第
一
四
号
、
二
〇
〇
六
年
。
（
1
2
）
　
石
松
日
奈
子
「
陳
西
省
耀
県
薬
王
山
博
物
館
所
蔵
「
魏
文
朗
　
　
造
像
碑
」
の
年
代
に
つ
い
て
ー
北
魏
始
光
元
年
銘
の
再
検
討
1
」
　
　
『
仏
教
芸
術
』
二
四
〇
号
、
一
九
九
八
年
。
（
1
3
）
　
冠
榛
墓
誌
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。
田
熊
　
　
信
之
「
北
魏
憲
螺
墓
誌
銘
小
孜
」
『
学
苑
」
日
本
文
学
紀
要
、
　
　
第
八
〇
七
号
、
二
〇
〇
八
年
。
（
1
4
）
　
陳
寅
恪
「
崔
浩
與
憲
謙
之
」
『
陳
寅
恪
先
生
文
史
論
集
』
（
下
　
　
巻
）
所
収
、
文
文
出
版
社
、
一
九
七
三
年
。
初
出
一
九
五
〇
年
。
（
1
5
）
　
長
部
悦
弘
「
北
朝
士
大
夫
通
婚
関
係
表
」
『
日
本
東
洋
文
化
　
　
論
集
』
第
三
号
、
一
九
九
七
年
。
（
1
6
）
　
『
魏
書
』
巻
四
五
卑
閾
伝
。
（
1
7
）
　
『
周
書
』
巻
三
一
章
孝
寛
伝
。
（
1
8
）
　
京
兆
卑
氏
に
つ
い
て
は
、
矢
野
主
税
「
卑
氏
研
究
」
（
『
社
会
　
　
科
学
論
叢
』
第
一
一
号
、
　
一
九
六
一
年
）
及
び
「
章
氏
研
究
　
　
（
二
）
」
（
『
長
崎
大
学
学
芸
学
部
（
人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
教
　
　
育
科
学
）
研
究
報
告
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
六
二
年
）
参
照
。
　
　
な
お
釈
老
志
に
は
、
京
兆
の
卑
文
秀
と
い
う
人
物
が
、
嵩
山
で
　
　
修
行
し
、
後
に
太
武
帝
の
も
と
に
い
た
っ
て
金
丹
の
こ
と
な
ど
　
　
を
述
べ
た
と
す
る
。
太
武
帝
は
文
秀
が
「
関
右
の
豪
族
」
で
あ
　
　
る
こ
と
を
も
っ
て
彼
を
信
頼
し
た
と
い
う
。
婁
文
秀
は
嵩
山
で
　
修
行
し
た
こ
と
な
ど
憲
謙
之
と
も
共
通
す
る
点
が
あ
り
、
憲
氏
小幡道教石刻からみた北魏道教にっいて27
　
　
と
章
氏
が
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
卑
文
秀
の
思
想
に
も
　
　
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。
（
1
9
）
　
前
掲
拙
稿
「
北
魏
の
華
北
支
配
と
道
教
」
。
（
2
0
）
　
小
林
正
美
「
上
清
経
鑛
の
伝
授
の
系
譜
の
成
立
に
つ
い
て
」
　
　
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
第
四
七
巻
第
一
分
　
　
冊
、
二
〇
〇
一
年
。
（
2
1
）
　
佐
藤
智
水
「
華
北
石
刻
史
料
の
調
査
－
南
北
朝
時
代
の
造
像
　
　
史
料
か
ら
」
『
唐
代
史
研
究
』
第
七
号
、
二
〇
〇
四
年
。
（
2
2
）
　
室
山
留
美
子
「
北
魏
の
郡
望
i
上
谷
憲
氏
を
中
心
に
ー
」
　
　
『
史
学
研
究
』
第
二
五
八
号
、
二
〇
〇
七
年
。
（
2
3
）
　
洛
陽
周
辺
の
石
刻
資
料
と
し
て
、
河
南
省
登
封
市
に
現
存
す
　
　
る
北
魏
碑
で
あ
る
「
中
岳
嵩
高
霊
廟
碑
」
が
あ
り
、
今
回
の
調
　
　
査
に
お
い
て
実
見
す
る
機
会
を
得
た
。
本
碑
は
竃
謙
之
の
事
績
　
　
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
が
、
内
容
が
造
像
　
　
碑
の
制
作
活
動
と
は
直
接
結
び
つ
か
な
い
こ
と
、
ま
た
同
じ
北
　
　
魏
期
の
「
大
代
華
岳
廟
碑
」
と
と
も
に
、
道
教
と
当
時
の
五
岳
　
　
信
仰
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
稿
で
は
　
　
扱
わ
な
か
っ
た
。
ま
た
河
南
省
の
済
源
市
で
も
、
唐
代
の
道
教
　
　
石
刻
で
あ
る
「
太
上
老
君
像
碑
」
や
「
玉
真
公
主
受
道
霊
壇
祥
　
　
応
記
」
を
調
査
し
た
が
、
済
源
は
四
漬
の
一
つ
で
あ
る
済
漬
の
　
　
地
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
土
地
の
も
つ
神
異
性
と
道
教
信
仰
が
結
　
　
び
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
北
朝
　
　
階
唐
期
の
五
岳
四
演
信
仰
と
道
教
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
　
　
論
じ
た
い
と
思
う
o
1
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追
記
…
本
稿
は
、
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
東
ア
ジ
ア
学
土
ハ
　
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
で
あ
る
。
通教石刻所児北魏道教相美同題
小幡みちる（OBATA　Michiru）
美健洞：「道教」Taoism，「石刻」stone　inscriptions，「北魏」Beiwei，
「関中」Guanzhong（関中），「憲謙之」Kou　Qianzhi（憲謙之）．
　　北魏的道教像是窺祝在当時社会的宗教実隊状恋的重要資料，有美道教
造像的研究，到現在力止杁佛教美木史，道教思想史等的立場被討愴。不せ，
道教像集中在美中的理由，像的制作主体在是急祥的人伯附有到現在力止不
一定明碗。
　　筆者対美中迭奈地域性着眼，叙述了新天師道主劫了的冠謙之是美中出
身，遊行了杁当地道教信仰中改革這幼的事，上谷冠氏通せ宗教的國絡和通
婚美系等杁美中在洛阻以南的地杓筑勢力基石出的事，更加北魏政枚力了隼北
支配的貫御打算利用那祥的勢力的事。
